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ナクシュバンディー教団の修業法について（2）i＞

　　　　　　アブド・アッラフマーン・ジャーミー著

『ホージャガーンの修業法についての論考』より

川　本　正知

シャリーアsharicaとタリーカちarlqaとバギーカー］aqiqaがある。　シャリーーアとは，外翻（％hir）

における神の命令の遂行である。タリーカとは，内面において〔唯一の真の実在者としての神へ｝

樂一していくこと（jamClyat－i　batin）に努力し，蕃労を重ねることである。ハキーカとは，この

集一において揺るがぬようになることである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホージャ・アフラールの霊葉〔R．：II，503〕

は　じ　め　に

　イスラム社会には，その初期（8～9世紀）から，修業による自己意識の消滅により，絶

対的一者であり，唯一一の真の実在者としての汎神論的な神との神秘的合一を志向する人びと

が存在し，彼らはスーフィーとよばれた。それゆえ，我々は，彼らの神秘主義・神秘思想を

スーフィズムとよんでいる。

　12世紀頃から，宗教運動としてのスーフィズムは，シャイフshaykhとかピールpir

とよばれる神秘体験へとみちびく導師（murshid）と弟子（murld）たちからなるタリーカ

tariqaとよばれる永続的な教団を形成するようになった。タリーカとは，本来「神への道」

すなわち神秘体験に至る特定の修業法を意味するが，やがてスーーフィー教団そのものをも意

味するようになっていった。それは，特定の修業法に従う人びとこそが，一つの「神への

道」を行く者（salik）たちであり，特定のスーフィー教団に加わることがその「道」であ

り，教剛自身がその「道」であったからである2）。

1）筆者は以前，同名の論文［川本1983］を書いているので，当論文の内容を（2）とし，副題を

　｛寸けた。1983年の拙論は，「ナクシュバンディー教団の修業法について（1）　　「11の需葉」

　の意味一」とする。

2）　スーフィー教団一一般の形成，発展の歴史については，今なお，Trimingham　1971：1一　132が有

　胴である。筆者のスーフィー教団一般の歴史のとらえ方については川本2000を参照されたい。
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　当論文で取り上げるのは，ナクシュバンディー教園（Naqshbandiya）の修業法である。

　ナクシュバンディー教団とは，14世紀中央アジアのブハラにおいて活動したバハー・

アッディーン・ナクシュバンドKhwaja　Bahao　al－Din　Muりammad　Naqshband（1317－

1389）に連なる師弟関係の道統（silsila）上のシャイフたちが率いる過去，現在の多くの

個々の教団およびそれらの教団全体の総称である。シャイフとムリードmurldとの関係を

基礎とする過去の教団とは大きく異なる現代の教団も含めて，ナクシュバンディーヤと呼ば

れてきた教団といえば，どの教団もほぼ共通の修業法に従って修業を行ってきた。特定の

スーフー教団の修業法は始祖に帰せられることが多いが，ナクシュバンディー教団の修業法

は，バハー・アッディーン以前からの伝統と彼以降に取り込まれた修業法を総合して15世

紀後半に確立されたものである3）。その後この修業法は，16世紀以降，ナクシュバンディー

教団が，中央アジアより，東トルキスタン，オスマン朝治下の地域，ムガール朝治下のイン

ドへ拡大すると共に，それらの地域において行われるようになっていった。教醐の拡大とは，

まさにタリーカの伝搬である。

　筆者は，かつてナクシ＝バンディー教囹の修業を，教団に伝わる「11の言葉」のに対する

有名なシャイフたちの解釈を翻訳することによって述べたこ川本1983］。しかし，執筆時に

使用し得た資料は，　16世紀初頭にファフル・アッディーン・カーシフィーFakhr　al－Din

‘Ali　b．　Husayn　Wa吻Kashifi（1463－1532／3）5）によって書かれた当教団の聖者伝『ラ

シャハート』（略n9　R．）の「11の言葉（yazdah　kalima）」の説明［R．：1，38　一　50］とムハン

マド・パールサーMuhammad　Parsa（d．1420）6）著『クドスィーイェ（バノx一・アッディーー

ン・ナクシュバンドのお丸葉）』（略号Q．）の編者アフマド・夕一ヘリーがその序文の中に

集めている「Uの言葉」について当教団シャイフたちが語った欝葉［Q．：Muqaddima，50・一

64］だけであった。また，拙論は「11の言葉」の解説に偏り過ぎ，既にトリミンガムがナ

クシュバンディー教団の修業として述べていたラービタrabi‡aとタワッジュフtawajjuh

3）　バハー・アッディーンは，アブド・アルハーリク・グジドゥワーニーCAbd　al－Khaliq

　Ghujduwani（d．1王79／800r　1220）がブハラにおいて創ったとされるホージャガーンKhwajagan

　とよばれたスーフィー教団の7代霞のシャイフとされている。バハー・アッディーン・ナクシュ

　バンドにいたるホージャガーン時代の修業法の変遷・発展に関してはPaul　1998：17－44参照。

4）　この言葉の際し示す修i業法およびその内容は間eq　2001；389－391にも簡潔にまとめられている。

　名前と順番だけを挙げておく。①から⑪は，4，4，3と語の構成上また意味上分けられるのは見て

　の回りである。

　①hgsh　dar　dam（「呼吸における知覚」）②na4ar　bar　qadam（「足許への視線」）③safar　dar

　watanσ自国での旅」）④khalwat　dar　anjuman（罫集翔の中での隠遁」）

　⑤yad　kard（r回想」）⑥baz　gash£（「回創）⑦nigah　dasht（「注意」）⑧yad　dasht（「追憶」）

　⑨wuqttf－i　zamanl（f時の知覚」）⑳wuqOf－i　cadadi（「数の知覚」）⑪wuqαf－i　qalbi（「心の知覚」）

5）　ファフル。ウッディーン1こついては，R．：Muqaddima，65　一　99参照。

6）　この人物については，Q．：Muqaddima，66－77参照。バハー・アッディーン・ナクシュバンド

　の第2番目のハリーファである。
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についてほとんど触れていない［Trimingham　l971：211－214］。そこで，筆者は，機会が

あればもう1度ナクシュバンディー教団の修業の全体像を示し，そのなかで上記拙論の欠を

補いたいと思っていた。

　その後，ナクシュバンディー教団の修業について，多くの論考が書かれ［Abu－Manneh

1990；Chedkiewicz　1990；Meier　1994；Paul　1998］，上記二つの言葉の意味する修業法につ

いても明らかにされた。

　しかし，それでも，筆者は，もう1度ナクシ＝バンディー教國の修業法を扱ってみたいと

思っていた。というのは，上記の研究はいずれも，個々の修業についての詳細な解説ではあ

るが，導師としてのシャイフが弟子のために書いた修業の手引き書のような文献を扱った研

究ではなく，修業の全体像や異なった言葉で表されるいくつかの修業法の互いの連関性が見

えてこないのである。

　2001年9月にイスタンブルのスレイマニイェ図書館とバヤジット・ジャーミー図書館で

ナクシュバンディー教団関係の写本調査をおこなった際に，少なくとも日本ではまったく紹

介されたことがない15世紀に書かれた二つの短い修業論を「発見」したQこの二つの論考

を紹介することによって，修業法の全体像を示し，再度ナクシュバンディー教団の修業法を

論じることにした◎

　当論文では，まず，アブド・アッラフマーン・ジャーミー　Nar　a1－Din　CAbd　al－Rahman

Jaml（1414－92）著『ホージャガーンの修業法についての論考』を翻訳し，次にジャー

ミーの師であるサアド・アッディーン・カーシュガリーSacd　al－Din　K：ashghari（d．1456）

著『ズィクルとタワッジュフの方法についての論考＄のペルシア語テキストを提示する。次

いでジャーミーの論考は師のサアド・アッディーン・カーシュガリーの論考を補足するもの

として書かれたことを論証して後，両論考によって明らかになった教団の修業芸体の中での

3っの修業法の位置づけとその起源等を他資料および先行砺究を参照し考察する。

1　ジャーミー著『ホージャガーンの修業法についての論考』

　　　　（Risdlα一yi　Taγiqa－tyi　Khwdyagan）について

　1　著者

　15世紀のペルシア語イスラム文化圏において学者，スーフィー，文人，詩人として最も

有名なヘラートのアブド・アッラフマーン・ジャーミーはナクシュバンディー教団に属したQ

彼は，イブン・アラビーの『英知の台座選の注釈Shark　Fususα1－Hikam，イブン・アラ

ビー自身による『英知の台座』の要約の注釈Naqd　al－Nusa＄　fi　S肱吻Naqsh認rF欝硲を

書き，神秘主義詩文ee　Lαwdimicやゐαωδcのなどを書いているが，イブン・アラビーの神知

論の理解を助け，神秘主義詩の発想の源となる神秘主義体験は，当教団の修業によって得ら

れたのである。
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彼が，サアド・アッディーン・カーシュガリーの下に弟子入りした年代は明かではないが，

サマルカンドでの約9年間の勉学を終えてヘラー5に帰り，学者として教鞭を執るように

なっていた時であったと考えられている。そして，サアド・アッデg一ン・カーシュガリー

の教導のもとにナクシュバンディー教団の修業に従事した7）◎

　ジャーミーは，師の指導に従って修業を行ったことについて次のように語っている。

　　この修業法（ln㌻arlqa）に従事し始めたころ，光（anwar）が現れたQ私は，我がマウラーナー

　　（サアド・アッディーン・カーシュガリー）様が指示された修業方法（tariq）に従って，それを否

　　定した。すると，光は隠されてしまった。光や覚酔（kashf）や奇蹟（ka圭amat）の出現を信用

　　してはいけない。貧者（スーフィー）にとっては，いかなる奇蹟よりも，盃福を得た御方（sabib－

　　dawlatl）　とのスフバト§u垣bat8）において，彼の影響を受けて，彼からの吸引　（ta’aththur　wa

　　jadhbi）が起こり，たとえ一時であったとしても，自我から解放されることの方がより良いこと

　　なのである。［R．：1，241］

　2　著作名

　ジャーミーの高弟アブド・アルガフール・ラーリーCAbd　al－GhafOr　Lari9）は，彼の書い

た師ジャーミーの伝記『タクミライェ。ナファハー5・アルウンス』において師の45の著

作を挙げているが，その中のRisdla－tyi　Tα吻αヅKhwdy’aganという名の著作が六書に間

違いなく［TNU：39，　68〕，以下の翻訳の著作名とした。

　しかし，この著作は，その他いろいろな名で知られていたようである。筆者が，バヤジッ

ト図書館，スレイマニイェ図書館で見た書名としては，Risala－yi　Mulld　ldmi　dαr　Tariqα一

yi　Khwdy’αgdn，　Risdlα一3ii　7〕αγ幻αryがノ1δ4αた丑α加η伽海競があり，後述するテヘラン・テ

キスト（略号T．tx．）の編者は，他にR磁ごαヅ7iα吻ゼ＄頭yyδπ，躍sδZαヅぬs％・4痂s，

Risdila－yi　Sar－reshteを挙げている　［T．　tx．：485］。　また，　テヘラン・テキスト自体は，

Risalαdαr　Murdqaba　wa、Addibi　Dhihr　az　Mawlawi　famiとされている。

7）　ジャーミーは，師のサアド・アッディーン・カーシュガリーの長男のホージャ・カラーン

　Khwaja　K：alanとして知られるKhwaja　Mubammad　Akbarの娘と結婚している。また，『ラ

　シャハート』の著者ファフル・アッディーンもホージャ・カラーンの娘と結婚しており，ファフ

　ル・アッディーンはジャーミーの義弟である［R．：1，272－273］。

8）＄ubbatの意味については，「llの言葉」の④khalwat　dar　anjuman（「集団の中での隠遁」）

　の意味する修業内容として説明したが［用本1983：103　一　106］，再引しておく。

　　シンメルは，この言葉の意味をr高い精神的レベルにおける師と弟子との親密なる会話」

　〔Schimmel　1975：366］としているが，この教団におけるスフバトという雷葉の意味を検討する

　と，そのような会話が持たれる子弟関係，交際，交流またはそのような会合をも意味する［川本

　1983二104］。スフバトの存在を前提とするラービタについては後述する。

9）　この人物については，BN：III，279－281；R．：1，286　一　302参照。バーブルはヘラートで彼に会っ

　ている。
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　3　テキスト

　筆者は，Jami，　Sαr一一7reshte－yi　Tα吻α一：yi　Khwdy’agdn，　ed．　cAbd　al一碧ayy琿abibi，　Kabul，

1343solar／1964〔Alger　1976：141］を，同一の著作であろうと考え，各地の図書館で尋ね

たが，結局見ることができなかった。また，『タクミライェ・ナファハート・アルウンス』

の編者によれば［TNU：68］，インドでも出版されているとのことであったが，筆者はそれ

も兇ることができなかった。

　2001年9月イスタンブルにおいて写本調査を行った際，スレイマ＝イェ図書館において

5以上，バヤジット図書館においては2以上の当著作の写本の存在を確認した。著作自体短

いものなので，これらの写本は，全て，複数の著作の写本が1冊に製本されたマジュムーア

malmびa（集成本）に含まれているlo）。バヤジットの2写本を書写し，スレイマニイェの

4写本をマイクロフィルムで持ち帰った。

　刊本が手に入らない以上，集めた写本から校訂本の作成を行う予定であったが，翌年

（2002年）の夏テヘランで，2000年にミーラース出版社Mirath　MaktObから校訂本（T．　tx．）

が出版されていることを知り購入した。しかし，このテキストは不完全なものであった。

　そもそも，このテキストは，「ミーラース出版から提供された1173年（1759年8月25日

目1760年8月12日）の日付の入った写本の写真」のみを使ってっくられた校訂本で，「こ

のような編集を，最終的な編集とか校訂とか，校訂において可能性を極めたなどとはとても

言うことはできい。」と校訂者自身が認めているほどである［T．tx．：485コ。確かに，一写本

しか見ていないことによる少なくとも3箇所の校訂上の決定的な誤りが旛摘されうる。当翻

訳では，T．　tx．も一写本として扱い，注に誤りを訂正したが，段落わけと語順など意味上問

題のない異同はこの刊本に従った。

　また，イスタンブルの写本中，3写本には，T．　tx．：490，1。，16のandazandとdigarの間

にかなり長い文章が入っている。この文章は，内容を，エピソードをあげて解説したもので，

そのために書かれた欄外のジャーミー自身による注釈のようにも思われるが，3写本に本文

として出てくる以上，それを無視するわけにはいかず，この部分のペルシア語テキストを作

成した［本稿p．27］。

4　翻訳

原則として以下のような意味で括弧を使い分けた。

　（）は，直前の語句の説明と原語のU一マ字表記を示す場合に用いた。

　〔　〕は，テキストにない語句を補った場合に用いた。

10）　マジュムーアの場合，その中の全ての著作がカードにとられているわけではなく，関連した比

　較的弓量の多い著作の含まれるマジュムーアの調査中に短い作晶を「発晃」する場合がある。後

　回するサアド・アッディーン・カーシュガリーの著作がそうである。
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　こ］は，典拠とする文献名とページ数などの表示に用いた。

　「」は，アラビア文などの比較的短い引用を示す心念と，語句の強調などに用いた。

翻訳に使用した写本と略号

　T。tx．（文献リスト参照）

SUIeymaniye　KUtUphanesi

　　　Ay．　：　Ayasofya　1725，　44b一　47b

　　　K．　：Kasideci　Zade　709，　41a一　45b

　　　L　：Lala　lsmail　205，　161b一　165a

　　　S．　：S“leymaniye　IO74／3，5b－8a

Bayazid　K“tgphaResi

　　　B．　：　Bayazid　3823，　22b一　25a

　　　V．　：　ValiyyUdin　3229，　16b一　23a

ホージャガーンの修業法についての論考

慈悲ふかき慈愛あまねきアッラーの御名において

　　　兄弟よ，至福（dawlat）への糸El（sar－reshte）をその手にっかめ。

　　　そして，この貴重なる人生を，迷妄と共に過ごすことなかれ。

　　　いつでも，どこにおいても，どんな人といても，どんな事にあっても，

　　　秘めやかに，心の目を，友（神）に向け続けよ。

　汝，〔以下のことを｝知れ一神が，汝を，汝から消滅させ，汝を，彼の側に永遠に生きさせ給わん

ことを一一。

　大ホージャ様　（hadrat－i　Khwaja－yi　Bozorg－var）として知られるホージャ・バハーーアルハッ

ク・アッディーン・ナクシュバンド様とその御方のハリーファたち　　神が彼らの秘密を浄められん

ことを一一の修業法（tariqa）から得られるもの（basil）は，その信仰を正統なるものとし，それを敬

慶なるサラフたち一至高なる神の満足が彼ら全てにあらんことを　　の儒仰に一致させ，敬度なる

行為をおこない，伝えられきたるスンナに従い，イスラム法に禁じられている行為（mab4arat）と禁じ

られてはいないが行わない方が望ましい行為（makrahat）を避けることの後に競れる「神　　大い

なる空白や分離のない時の流れに対して神に讃えあれ一と共に自らは在るという実在感」（budUr）

の持続（dawam）である。この「神と共に自らは在るという実在感」は，それが求道考臨身の「不動

の状態」（malaka）IDとなり，彼の私有財産（milk）となった時に，（神の｝観照（mushahada）と

呼ばれるのである。

　この至福へ到達する修業法（tariq）は，3種類ある。

11）malakaとは，スーフィズムの用語で，阜alという雷葉が，修業の過程における，堕落など変化

　の可能性がある修道者の心のr状態」を噛すに対して，確固たるものとして獲得され，不動のも

　のとなった「状態」を振す言葉である［Muhammad　MuCm，　Farha？zg－i　Farsi，　IV，　p．4349］。
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　第一の修業法は，ズィクルdhikrである。それは，心の実在（lludttr－i　qalb）12）に向かって，良き

言葉「アッラーの他に神はなし（La　ilaha　illa　Allah）」を繰り返し唱える。つまり，まず全存在の否

定（nafy）の方向に，生成消滅する事物（muhdathat）を，無と消滅の観点から（be－nagar－i　cadam

wa　fana）眺め，次に全存在の肯定（ithbat）の方向に，神（baqq）としての崇拝の対象を，〔存在の｝

無始なる過冷と不滅の観点から（be－na3ar－l　qidam　wa　baqa）眺める13）。〔ズィクルの〕薬喰をくり

返す時は，雷を口蓋にかたく付けて，真実の心（dei－i摯aqiq1）に繋がる〔左の胸にある｝もみの木の

毬果の形をした心（del－i＄anaubarl）14）に向き合う（強く意識する）（mutawajjih　gardad）。息を吸

い込み，ズィクルが心に達し，それによって心が影響を受けるよう全：力で唱える。しかし，その影響は，

例えば，もし人が隣に座っていたとしても気がっかない程，彼の外面には現れることはない。そして，

全ての時間，ズィクルに没入し，それ以外のいかなる事に対しても時間は残っていないほどになる。

往来の最中においても，話したり聞いたりすることの最中においても，誓ったり起きたりの最中におい

てもである。もしも，何か諭していることが，この〔ズィクルの｝くり返しに倦怠を生じさせたならば，

心の目をズィクルに向けて，ズィクルに不注意（ghafil）になることが絶対に無いようにせねばなら

ない。もしも，夜明け前に，この雷葉をくり返すにおいて，常より多くを行うならば，その御利益

（barakat）がそのH全体に及ぶことが期待されよう。同様に，寝る前にこの意味において多くを行う

ならば，その御利益がその夜全体に及ぶことが期待されよう。〔ズィクルを〕くり返すことを根気よく

行い続けるならば，時に，彼に，（神からの）吸引（jadhba）匡5）の始まりである肖己意識の消滅（bl－

khadi）や理姓消滅（bi－shucUri）の状況（kayfiyyat）が得られるのは疑いない。そうなれば肖らを

その状況に委ね，可能な限りそれを持続する（negah　darad）。また，その状況が減少していくような

ら，〔ズィクルを〕くり返すことの最初にもどらねばならない。こういう内容のことが，次々何度か，

達成されると，たとえ，実際には，かの状況（an　kayfiyyat）が，彼の「状態」①al）となったので

12）qalbとは，スーフィーたちの実在体験としての精紳変容の過程において，一般的な心とか精神

　と呼ばれるペルシア語delの領域と，やがて心の申に開けてくるra取（霊）の領域の間にあり，

　決定的に精神が変容する段階の「心」をさす。また，qalbは心臓をも意味し，清浄なる物体とし

　て，精神の変容を引き起こす機能を持つ超感覚的な認識器窟として肉体の中に存在している　［井

　筒1980：58，72］。⑪wuqUfi　qalbi（「心の知覚」）およびdhikr－i　qalbiにおけるqalbの意味に

　ついては，川本1983：114－115参照Q

13）La　ilaha　illa　Allahを前後に分け，前半の「神はなく」を否定（nafy）の部分とし，後半の

　「アッラー以外」を肯定（ithbat）の部分とし，それぞれを唱える時に全ての存在の否定と肯定を

　意識するのである。この意識は，スーフィーの体験する自己消滅（fana）と自己葎続（baqa）の

　状態にそれぞれ繋がる。”nafy　wa　ithbat”という言葉でズィクルのことを表すことがある。

14）＄anaubarとは，「もみの木の毬果」のことである。　deM＄anaubariとは，その形をした肉体

　の中に存在する超感覚的な認識器官をさす。バハー・アッディーンは，この意味のde1について，

　「de1は，物質世界と霊の世界（Calam－i　rUbani）の2っの世界の間に存在し，霊（r的）は，　del

　の世界と神秘（sirr）の世界の，2つの世界の間に存在するのである。」こQ．；37］と述べている。

15）Jadhbaとは，神の側から修道者を強く引きつける作倉を表す。修業のある段階から，神秘体

　験は神からの働きかけによるとの意識が生まれるのである。
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はなく，彼のr状態」は，〔かの状況が〕知識の中へ挿入されている（mundar三l　dar　Cilm）1プこ態（かの

状況を知識として知っている状態）になっているのであったとしても，望む時にはいつでも，少しのタ

ワッジュフ　（tawajjuh）16）によって，かのヂ真の認識の状態」（lpal－i　mutalpaqqiq）になることがで

きるr不動の状態」（malaka）を得ることが期待されるだろう。

　「意の閉じこめ」頓abs－i　nafas）17）1ま，健康状態（m三zaj）が，～息に3購または5回または7回と

可能な限りに，〔ズィクルの〕言葉をくり返すことに十分に耐えられるのであれば，想念の否定（nafy－

ikhwatir）18）と灘己　〔意識〕　消滅の状況の獲得　（liiu§“1－i　kayfiyyat－i　bi－khad夏）　に大いに利す

るであろう。また，そこからは，大いなる誉美な法悦（wijdan－iねalawat－i　Ca写ima）が生起するであろう。

　第二の修業法は，タワッジ誌フtawa“uhと瞑想（muraqaba）｝9＞である20）。神の祝橿されたるお名

前から想起されるいかなるものとも表しようのない〔神名が真に意味する〕真実在（maenl）を，アラ

ビア語，ヘブライ語，ペルシア語その他の表現2Dを通してではなく注視（mulahala）する。そして，

真実在に注意しつつ（nigah　dashte），全ての感覚と力でもってもみの木の毬果の形をした心に向かい

（mutawajjih　qalb－i§anaubarl　karde），この爽実在を持続させる。そして，それ（真実在）へ注意

（nigah　dasht）することに努力し，努力〔の意識〕さえもそこからなくなってしまう時に至らしめる。

その時に，おそらく，求道者は，目的の真実在を，金ての理知的，実在的存在物に醐まれた単一の

（basit）22）光り輝く姿として感覚の中に捉えるだろう。なぜなら，この翼実在は，「神からの吸引」を求

道者が自らのものとするまでは，求道者の知覚（wu拍d）の中に現れることは不可能であるからである。

16）tawajjuhは，動詞tawajjaha「顔を向ける。向かい合う。」の動名詞であるが，実在としての

　汎神論的な神への求道者の全ての意識の集中を意味している。既出のmutawajjihは，同じ動詞

　の能動分詞形である。この語の修業上の意味については後述する。

17）具体的内容はよく分からないが，ズィクルの特殊なテク＝ックの一つであることは後述する。

18）想念については，「11の七三」の⑦nigah　dasht（「注意」）の意味する修業内容の解説中に説明

　したがこ川本1983：109－111，124］，再建する。

　　想念（khwaζir）について，フジュウィーリーは「kha癖（pl．　khwa㌻ir）という言葉で，〔スー

　フィーたちは］心（del）のなかにおいて，すぐさま別のkhatirにより消え去っていくもの，ま

　た，kha鋤をいだく者がそれを心から華表できるようなものを意味している　［HK：M：387］。」と

　述べている。注意すべきは，khwatirとは，心の上を過ぎていく考えや想像に過ぎなく，心その

　ものではないということである。

19）muraqabaの意味については，「11の言葉1⑦nigah　dasht（「注意」）の意味する修業内容とし

　て説明しておいたので参照願いたい［卸本1983：109－111〕。

20）　他の全ての写本は訳文のようになっているが，T．　tx．：488，1．17は，「第Xの修業法は，ムラー

　カバmuraqaba（瞑想）である。」とし，タワッジュフtawajjuhを落としている。依拠した唯一

　の写本に書かれていなかった可能性はあるが，意味を損なう重要な校訂ミスである。タワッジュ

　フtawalluhとムラ一服バmuraqaba（瞑想）が一つの修業法の名として併記されることについ

　ては後述する。

21）　T．tx．：488，1．18にはtawassutと‘arablの間に，その他の写本にはあるcibaratという単語が

　抜けている。「表現」が入っていることによって，この修業がズィクルではなく瞑想であることが

　明確になるので校訂のミスであろう。

22）T．tx．：488，　L　22では，その他の写本にはあるbasitという単語が抜けている。
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そしてまた，それ（真実在）と共に，全ての感覚と力でもってもみの木の毬果の形をした心に向かい，

終にはその姿さえも消える時に至る。そうなることが冒標である。

　第三のli参業法は，　ピールとのラービタrabi㌻a23）である。教導者としてのピール　（pil一一i　parvar）24）

は，神の観照の段階（maqam－i　mushahada）に達しており，神の本質的自己顕現（tajalliyat－i

dhatiyya）25）を確認しているので，彼への面会（didar）は，「彼らこそが，見られた時に，神が思い出

される（dhukira　AIIah）者たち」〔であること〕の必然により，ズィクルdhikrの効果を生じさせる。

また，このような偉人とのスフバト＄uhbat26）は，薪彼らこそが，神と共に座す者たち（hum　julasa’u

Allahi）」〔であること〕の結果により，上述のスフバト27）の結果が生ずる。それ故，このような偉人と

の面会とスフバトによって至福感（dawiat）が起こり，その効果を密らに見出したならば，可能な限

りそれを維持する。そして，もしも，かの轟実在（an　maCni）に，倦怠が生じたならば，再び彼との

スフバトに返り，彼の御利益（barakat）によって，かの真実在を照明する。同様に，何度も，その度

に，その状溌（kayfiyyat）が，彼の「不動の状態」になる時までそれを行う。もしも，その偉入が不

在の場合には，彼の姿を想像し，全ての外的・内的な力でもってもみの木の毬果の形をした心に向かう

（mutawajjih　qalb－i　Sanaubari　gardad）。そして，生起する全ての想念を消滅させると，状態は不可

知と無我（ghaybat　va　bl－khttdi）〔の状態〕へと変わる。これをくり返すことによって，それが薪不

動の状態」へと変わるのである。この修業法よりも近い遵はない。ムリードに，ピールが直ちに彼の心

を占めてしまうことができるほどの〔ずぐれた〕潜在能力があった場合には，第～回昌のスフバトにお

いて，観照の位階に達する場合も多々ある。しかし，今の時代，かくのごとくの偉人〔のピール〕を捜

し出すことは，「最：も貴璽な賢者の石（acazz　min　al－kibrlt　al－al］mal）28＞」〔ほど探すのは難いこと〕で

あるので，〔一般には〕上に述べた二つの修業法のどちらかに従事すべきであろう。

　〔以上述べた〕三修業法（tarlq　thalatha）の説明から以下のことが明らかになろう。この三三（taOifa）

の慣用語（Culf）においてwuqaf－l　qalbl（「心の知覚」）29）と呼ばれるもみの木の毬果の形をした心

（qalb－i＄anaubarl）に向かうこと（tawajjuh）は，全：ての時において必ず行わなければならないこと

なのである。ホーージャ様（バハー・アッディーン・ナクシュバンド）一一彼の秘密が浄められんこと

23）　ラービタrabitaは，「絆」「つながり」「関係」などを意味する言葉であるが，ここでは，ナク

　シュバンディー教団の特別の修業としてそのままラービタという下葉を使う。

24）T．tx．：489，　L　2では，エザーフェで結ばれたこの2語が，　har　pir「金てのピールは」となつ

　ている。意味を損なう重大な校訂の誤りである。

25）　ヂ存在一性論」と呼ばれるイブン・アラビーの神秘主義哲学における真三三としての神の自己顕

　現（tajalli）については，井筒1980：130　一　132参照。

26）＄ubbatの意味については，油8参照。

27）　スフバトという書葉は初出であるが，madhkUrという三葉が付いている。修業が行われる場

　という意味で上述の2っの修業を指しているのかも知れない。

28）昔，錬金術師が求めて得なかった硝石で，鉛などの卑金属を金銀に変える力があると考えられ

　たQ
29）　「11の言葉」⑪wuqO8　qalbi（「心の知覚」）については川本1983：114－115を参照。
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を一は，それを義務として行わなければならない事の一つと数えている。

　　　マウラーナー様（ジャラール・アッディーン・ルーミ・一）の神秘〔詩〕

　　　対句：

　　　鳥のごとくあれ。見よ！心の卵の上でそれを守り温める者を。

　　　彼が，心の卵から，汝を騨化するのだ。酔も，歓喜も（dhawq）3。），大笑も。

　　　同上：

　　　心の門に，向いていよ。かの天幕の恋人は夜明けに来るか，夜半に現れるか。

　wuqUf－1　zamanl（「時の知覚」）とは，時が，集一（jamciyat）と共に過ぎたか，離散（tafriqa）31）と

ともに過ぎたかを時間ごとに検査すること（mubasaba－yi　awqat）である32）。岡様に，　wuqUf－1　Cadadl

（「数の知覚」）とは，〔ズィクルの｝効果があったか，それは必要なくはなかったかと，ズィクルの数に注

意することである33）。また，この三修業法一つひとつの過程において，〔心の中で〕さまざまな光や出

来事（waqiCat）34）に遭遇するが，それらを〔できる限り〕避け，真実の目的の達成に従事すべきであ

る。ホージャ様（バハー・アッディーン・ナクシュバンド）一彼の秘密が浄められんことを一に，

「〔心の〕出来事は信心が〔神に｝受け入れられたことの徴にすぎなく，出来事の過ぎ虫つたあとに得る

ものはない。」というお言’葉がある。

　　　対句35）：

　　　我は，太陽の僕なので，全て太陽からの言葉を話す。

　　　我は，夜でもなければ，夢の物語を語る夜の崇拝者でもない。

　神頓aqq）　　至高なる神に讃えあれ一が，この修業法に従事し成功したことを，裕福な友に

なさった時においては36），自ら，それによって有名になり，著名人になろうとしてはならぬ。可能な限

りそのことを隠す努力をし，近親者でない者にも近親者にもそれを隠すべきである。ホージャ様（バ

ハー・アッディーン・ナクシュバンド）一彼の秘密が浄められんことを一は，「あなたの修業法

30）T．txi：489，1，19では，「興奮（shUr）も」となっているが，参照した写本は全てdhawqとなつ

　ている。また，後述するサアド・アッディーン・カーシュガリーのリサーラの1写本には，この詩

　がタワッジュフの説明の中に挿入されているが，そこでは「結合（wa＄1）も」となっているご本

　稿P．　31］Q

31）「集一」とf離散］の概念については井ee　1980：169　一　175参照。

32）「11の雷葉」⑨wuqaf－1　zamani（「時の知覚」）については，川本1983：l12－113参照。

33）「llの点葉」⑩wu⑳f－I　cadad1（「数の知覚」）については，川本1983：王13－114参照。

34）　フジュウィリーは，「waqieaという書葉によって，スーフィーたちは，想念（kha鋤）とは異

　なり，心の中に現れてきて存続しつづけるものを意味する。求道者は，いかなる状況においても

　それを拒否する方法を持っていない。一中略一全ての心は想念の場であるが，waqiCaは，

　全て神のことで一杯になっている心にしか現れない［HKM：387　一　388〕。」と述べている。想念よ

　りも強力な克服すべき修業の障害として心の申に現れる思念を意味している。注18も参照。

35）T．　tx．：490，1、4のみここにMawlanaとある。その他の写本は，　baytとあるか，なにも入って

　いないかである。

36）修業の成功が，愚恵を多く得る事が期待され，自慢したくなるような裕福な友を持ったように

　感じられることを意味する。
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の基礎（bina騒tarlqa－yi　shoma）はなんでしょうか。」と尋ねられ，　fkhalwat　dar　anjuman（ヂ集団

の中での隠遁」）です。それは，外面（4ahir）は人びと（khalq）と共にあり，内面（batin）は神聖aqq）

と共にあることです。」とおっしゃった。

　　　対句：

　　　内からは，友であれ。外からは翼邦人の如くあれ。

　　　かくのごとく優美な道は，この盤界にわずか。

　この教団の人は霧う。この教団の，最も繊細なるかぶり物は知識を身に付けた人びとに備わる「教え

ること」とヂ学ぶこと」の姿である。それによって，霞らの修業法を隠し，人びとの目から遠ざけねば

ならない37）。また，対立する者たちとの交際（§頗bat）を避けなければならない。特に，信傭の光か

ら遠く，〔人間の3本性の暗黒面でもって，光を発し光を与える者の要求に応えんとする者や，技術の

知識をもっているとの偽りの貧困の服を着て（wa　dar｝ibas－i　faqr－i　iddica－yi　cilm一埠inacat）38）ペテ

ン師や貨幣打ちや偽金づくり（kadhdhabl　wa　darrabl　wa　qallabl）39）の人生をおくっている者たちの

血胸　　神よ，私たちと全てのイスラム教徒を彼らの冤解の邪悪さと彼らの謀略の凶悪さから守りた

まえ　　との〔交際は避けなければならない〕。次の4行詩は，ホージャガーンー一至高なる神よ，

彼らの秘密を清めたまえ　　の道統につらなるハリーファの一人’t。）に帰されている。

　　　4行詩：

　　　全ての〔集会に〕座している者とまだ集まらぬ者と共に汝の心はある。

　　　未だ，汝のこのやっかいな仕事の困苦は汝41）を恐れて逃げだしてはおらぬ。

　　　気を付けて，彼（困苦）との交際を42）避け続けよ。

　　　さもなければ，〔当教団の過去の）偉：入たちの霊は汝を容赦せぬ。

　以上のような霜葉を，話し，書くことは，小生の流儀（㌻ariqa）ではなかったのだが，そちらの方角

（話し，書くこと）から，〔それへの〕献身の芳香が，〔私の〕味覚（dhawq）に譲ったので，以上の内

37）　この文と，次のdlgarではじまる文の間に3写本にある修業を隠す例示の文章が入っている。

　当論文p．27にテキストを掲載。

38）T．tx．：490，1．18のテキストはwa　dar　libas－i　faqr　be　iddica－yi　cilm［wa］§inacatと校訂し

　ているが，他の写本によって本文のように読む。

39）T．tx．：490，1．18は，最初の単語をgedanl（乞食）としているが明らかに誤りである。しかし，

　これらの職業または技術の比喩で，付き合ってはならぬどのような人びとをあらわしているかは

　よく分からぬ。貧困（faqr）の服を着てとあるので，巧みに人をだまして金儲けをする偽スー

　フィー・シャイフ，偽スーフィー教団を指しているのかも知れない。Faqlr（貧者）という言葉

　で，スーフィーを指し，スーフィーたちの臨称に使われる場合もある。

40）T．tx．：490，互．19には，全てのテキストにあるyakl　az　khulafaOという言葉が抜けている。

41）　T．tx．：490，1．21には，　vaz　veyとなっているが，他のテキストは全てva　ze　toとなっている

　ので，そちらに従った。

42）　T．tx．：490，1．22には，　zenhar　azan　qawmとなっているが，他のテキストは金てzenhar　ze

　suhbat－eshとなっているので，そちらに従った。
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容を口述し筆記することとした次第である。

　　　4行詩：

　　　これら全てに，なにも得るところなく，それゆえ誰一人共におらず。

　　　不十分さと気まぐれさによって惨め〔な内容｝である。

　　　我らは，汝に，目指す宝庫43）の微を見た。

　　　たとえ我らが到達できぬとも44），汝はたぶん到達するだろう。

　神一董高なる神に称えあれ一は，全ての人を，よからぬことから発守り，あってはならぬこと

からその庇護の下に避難させたもう。

　最も特殊な事柄から～般的で卑俗な事柄まで全て語られた。汝に平安あれ，尊敬あれ45）。

II［サアド・アッディーン・カーシュガリ一著『ズィクルとタワッジュフの

　　方法についての論考』（Risdilα一Pt　Mzwlana　sαCd　al－Din　Kdishghari

　　　　　　　fi　Kayfiツat　al－Dhikr　wa　al－Tαwoj］’uh）について

　1　著者

　サアド。アッディーン・カーシュガリーSacd　al－Dln　Kashgharl（d．1456）は，カシュ

ガルの出身で，時期はわからないがサマルカンドに来て，そこで「初めは，顕学の勉強

（ta鯵§ll－i　CulUm）に従事していた。」［R．：205］。

　　顕学の勉強の後，イーシャーン（サアド・アッディーン・カーシュガリー）にこの道（㌻arlq）へ

　　の熱情（dhawq）が起こった時，マウラーナー・ニザーム・アッディーン・〔ハームーシュ〕

　　Mawlana　Nizam　al－Din〔Khamash｝‘i6）一彼の上に神のお慈悲があらんことを　　への御奉

　　仕へと至り，何年間かイーーシャーンのスフバトと御奉仕にあった。幾年かの後，イーシャーンの許

　　可をもらって，ヒジャーズへの祝福されたる旅に出発し，ホラサーーンにやって来た。ヘラートにお

　　いて，　サイイド・カーシム・タブリーズィーSayyid　Qasim　Tabrizi様47）やマウラーナー・ア

43）　T．tx．：491，1．4，　Bayazit　tx．では，　ganj－i　maq＄adとなっているが，その他のテキストは，

　ganj－i　tahqiqとなっている。前者に従って訳した。

44）　T．tx．：491，1．4のみma　khUd　na－rasidimとなっているが，その他のテキストは，　gar　ma

　na－rasldlmとなっているのでそちらに従った。

45）T．tx．：491，1．5以下1．，7までは混乱した写本をそのまま活字としたようで意味が通じない。

　Bayazit　tx．およびAy．　tx．により以下のように訂正した。また，　L，8以下はこのリサーラとは無

　関係なテキストであることは明かであるので訳出しなかった。

　　Haqq　一　subbana－hu　wa　taeala　一　hamgenan　ra　az　anche　na－shayad　negah－darad　wa

　az　anche　na－bayad　dar　pan6h　darad．

　　Jumla－yi　sar－i　khawa＄　wa　sharr－i　Cawam　gofte　shod，　wa－s－salamu　wa－i－Oil〈ramu．

46）彼については，R．：1，19G　一　205参照。

47）　このスーフィーについては，MKh　tr．：130－133参照。
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　　ブー・ヤズィード・プーラーーニーMawlana　AbO　Yazid　PUrani48）やシャイフ・ザイン・アッ

　　ディーン。ハーフK－Shaykh　Zayn　al－Dln　Khwafri9）やシャイフ・バハー・アッディーン・ウ

　　マルShaykh　Baha⊃al－1）in　CUmarse）　　至高なる神が，彼らの秘密を浄めたまわんことを一

　　のような時のシャイフたちのスフバトへ至った。［R．：1，206］

　その後，ヘラートにおいてシャイフとして弟子を集め，この地に本格的にナクシュバン

ディー教団を導入した　［R．：王，205－232］。彼のヘラートにおける最も有名な弟子がジャー

ミーであったことは上述した。

　彼は，道統の上ではサマルカンドのマウラーナー・ニザー一一Hム・アッディーン・ハームー

シュの弟子である。

　マウラーナー。ニザーム・アッディーン。ハームーシュは，バハー・アッディーン・ナ

クシュバンドの第一のハリーファのホージャ・アラー・アッディーン・アッタ・一ルKhwaja

CAIaO　a1－Din　Attar（d．　1400）弟子であり，師の死後サマルカンドで修業の集会を持って

いた。サアド・アッディーン・カーシュガリーが，いっ彼のもとに弟子入りしたかははっき

りしないが，ホージャ・アフラールKhwaja　Abrarすなわちホーージャ・ナースィル・アッ

ディーン。ウバイド・アッラーK：hwaja　Na＄ir　al－1）in　cUbayd　Allah（1404　一　1490）は，22

歳の時（1425年頃）サマルカンドにきて，サアド・アッディーン・カーシュガリーと共に

ニザーム・アッディーン・ハームーシュの話を聞いている　〔MKh　tr．：xvi－xvii］。ニザー

ム・アッディーン・ハームーシュはこれら二人の著名な弟子たちによってのみ名の残るシャ

イフであるが，ホージャ・アラー・アッディーン・アッタールの弟子であることに注意して

おく必要がある。彼の弟子たちは，㌻a。ifa　CAIa。iyaと呼ばれるナクシュバンディー教団の枝

忌寸をなしていたからである〔Paul　1998：39；R．：1，161，169］。

　また，ホージャ・アフラールは，2年後にヘラートに向かうが，その時には，サアド・

アッディーンは既にヘラートに行っていた。『ラシャハート』によれば，ホージャ・アフ

ラールとサアド・アッディーンはヘラートでは同居しており，また，上述のサアド・アッ

ディーンの4人の師の中，マウラ・一ナー・アブー・ヤズィード・プーラーニーを除く3人は

二人の共通の師である［MKh　tr．：xv－xvi］。

　当論考にあるズィクルの修業についてサアド・アッディーン・カーシュガリーの弟子

で師の死後はジャーーミーの下にいたマウラーナー・アラー・アッディーン・アービーズィー

Mawlana　CAIaO　al－Din　Abiziは次のように語っている。

48）Mawlana　Jalal　al－Din　Aba　Yazid　PUrani（d、1458）は，法学者としてヘラートで活躍し，

　スーフィーとしても知られていたが，特定の師は持たなかったようで，ウヴァイスィーとされて

　いる〔NU：502　一　503］Q

49）　このスーフィーについては，MKh　tr．：118，注180参照。

50）　このスーフィーについては，Mくhtr、：126，漉190，134　一　135参照。
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　諸状態（的wa1）の初めの段階において，マウラーナー（サアド・アッディーン・カーシュガ

リー）様は，ヘラートにおいて，私に心のズィクル（dhikr－i　del）を教えてくださった。

　「私の前で，ズィクルを心に嘱えてみよ。」とおっしゃった。私はズィクルを始めて，心をズィク

ルに従事せしめた。「そのようにしてはならぬ。ズィクルにおいては，心を動かすのではなく，

ズィクルの意味から心が影響を受けて心自身が動き出す時までズィクルの意味を心に運ぶのだ。そ

の時に，それ（心）を勤かせるのだ。」とおっしゃった。£R．；1，222］

2　ペルシア語テキスト（本稿pp．28－32）

　3　構成と内容

　この文書には，バスマラbasmalaが2つある。

　第一のバスマラの後には，「11の言葉」の初めの8っの書葉が，①から④，⑤から⑧と4

っずつ挙げられ，それぞれについての解説がある。

　2番目のバスマラの後に，再び「llの言葉」の解説がはじまるが，①hαsh　dar　dam（「呼

吸における知覚」），④khalwat　dar　anluman（「集醐の中での隠遁」）のみ挙げられ，①

h6sh　dar　damのみ解説が加えられている。その他は，第一のバスマラの後の解説との二二

を避けて全て省略されたものと思われる51）。その後に，表題のズィクルとタワッジュフにつ

いての解説がある。

　二つのバスマラの後の二つの文章の関係であるが，明らかに元の文書自体は，二つの文書

を順番に写したもので，重複をさけるため第二文書の初めの部分ではほとんど書写を省略し

たのである。

　Carullah　E£2055写本は，著者の名を挙げず第1文書だけ写し，　Lala王smai12G5写本は，

第2文書だけ写している。また，A§ir　Ef，443写本は，第1文書を，サアド・アッディー

ン・カーシュガリーの師である「マウラーナー・ニザーム・アッディーンによるナクシュバ

ンディー教団のタiJ　一力の解説」としている［本稿p．28注1］。

　以上のことから，おそらく著者が亡くなった後に2っの文書が1っの文書としてまとめら

れた時，第2文書の初めの部分にあった第1文書との重複部分が不完金に省略されたのであ

ろうと考えられる。また，その写本流布の過程で，第1文書はサアド・アッディーン・カー

シュガリーの師のマウラーナー・ニザーム・アッディーンの書いた修業マニュアルであると

の億測が生まれていたのかもしれない。

　いずれにしろ，サアド・アッディーン・カーシュガリーが第2文書のリサーラを書いたと

すれば，転写の際に省略された「11の三葉」の①～⑧の三葉を明確に修業法と関連づけた

51）　テキストでは，省略されたと思われる部分は「・…　　」で示している。
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解説をそこに写し，それに，ズィクルとタワッジュフの方法を付け加えたということになる。

8っの雷葉の解説はかれ独自なものなのか教団に伝えられてきたものなのかは分からないが，

筆者は，15世紀前半以前の教圃のシャイフの著作においてまとまって8っの言葉を明確に

修業法に結びつけて修業の全体像を示そうとした箇所は見たことはない。

　『ラシャハート』は，サアド・アッディーンのズィクルについて次のように語った後，こ

のリサーラのズィクルについて書かれた部分の後半部をそのまま引用している。

　　何人かの偉人が次のよう語っている。サアド・アッディーン・カーシュガリー様　　至高なる

　　神よ，彼の魂を浄めたまえ一一は，初期の「状態」において，シャイフ・シラージ・アッディー

　　ン（ピーラマシー）Shaykh　Siraj　al－Din（Pirmasl）との間に多くのスフバトを持った。イー

　　シャーン（サアド・アッディーン・カーシュガリー）のりサーラrisalaに書かれている次のよう

　　なla　ilaha　illa　Allahのズィクルの修業法をシャイフ・シラージ・アッディーン　　至高なる神

　　の慈悲があらんことを一から学んだ。一引用部分一［R．：1，129コ。

　ここに言われている「イーシャーンのリサーラ」が当りサーラを指すことは疑いない。ま

た，注目すべきは，そこに書かれているズィクルの修業法を，ニザーム・アッディーン・

ハームーシュからではなくシラージ・アッディーン・ピーラマシー52）から学んだというので

ある。

　『ラシャハート』は「11の二葉」を説明している箇所において，①hesh　dar　dam，③safar

dar　watan，⑦negah　dashtについては，　fサアド・アッディーン・カーシュガリーはおっ

しゃった。」として，このリサーラの当該の言葉の説明をそのまま引用している［R：1，38，

41，46］。それ以外の説明にも，このリサーラを下敷きにしている記述がある。その他は，

バハー・アッディーン・ナクシュバンドの言葉の引用が比較的多い。おそらく，これらはバ

ハー・アッディーン・ナクシュバンドの語録［Q．］の中から修業法に関連づけて探し出して

きたのであろう。

　ファフル・アッディーンは，サアド・アッディーンのリサーラを見て，「11の欝葉」から

8っの言葉を修業法と結びつけて解説しているのだが，これは，当時15世紀末までには，

それ以外にナクシュバンディー教団の修業法全体について簡単に見ることができるまとまっ

た修業法マニュアル的な記述がなかったことを示している。

　また，『ラシャハート』は，残りの3つの言葉⑨⑩⑪は上述のジャーミーのリサーラとほ

ぼ岡じ解釈をとるが，そこにジャーミーの名前を挙げていない。ファフル・アッディーンが，

ジャーミーのリサーラを知らなかったとは考えにくいが，少なくともそれらしい書名を『ラ

52）　シラージ・アッディーン・ピーラマシーは，バハー・アッディーン・ナクシュバンドの弟子で，

　ブハラ近郊の村ピーラマスにおいて，おそらく小さな教団を率いており，ホージャ・アフラール

　もヘラートに行く途中ピ隅一ラマス村で彼と1週間スフバトを持っている　こR．：1，127　一　130；MKh

　tr．：xv］o
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シャハート』中に見つけることはできなかった。

祖　二つのりサーラの関係

　結論から言えば，ジャーミーのリサーラは師のサアド・アッディーン・カーシュガリーの

修業法マニュアルを補う形で書かれたマニュアルである。その根拠を以下に述べる。

　Lala　Ismail　205によれば，サアド・アッディーンのリサーラは，「ジャーミーの書写した

ものから写されたもの　（naql　min　kha斯i　Jami）」　とされている　体稿p．32注22〕。

ジャーミーは有名な文人であったので権威づけのための虚偽の書き込みであるかも知れない

が，ジャーミーが，サアド・アッディーンの高弟として師の著作を写し伝えた可能性も否定

できない。上述したサアド・アッディーンの死後，2文書を1っのりサーラにまとめたのも

ジャーミーであった可能性もあり，「ジャーミーの書写」とはその編集作業を指しているの

かもしれない。

　また，ジャーミーのリサーラは，「11の言葉」に関連づけて修業法を語ったものではない

が，klの書葉」のうち⑨wuqrkf－i　zamani，⑩wuqaf－i　cadadi，⑪wuqaf－i　qalbiの言葉の

説明だけがある。これらは，サアド・アッディーン・カーシュガリーが扱わなかった「11

の言葉」の最後の3つの言葉である。サアド・アッディーンがなぜこの3つの言葉について

なにも書いていないかは不明であるが，ジャーミーの説明によって，はじめてヂllの三葉」

全てが，一つひとつ異体的な修業法または修業の目標を示す指標，シンボルおよび記憶の

きっかけとして働く言葉となった。

　また，サアド・アッディーンのリサーラは，簡単な「11の言葉」①～⑧それぞれにより，

修業法と修業目標を指し示そうとしたため，簡潔すぎて異体的修業内容がわかりにくい。そ

のため，第1文書の最後の部分でも，再度⑤yad　kard（「回想」）の捲すズィクルの方法を

説明し，また第2文書では再度詳細にズィクルの方法を説明し，その後でタワッジュフにつ

いて説明している◎

　これに対して，ジャーミーのリサーラは具体的修業法そのものの説明から入り，修業法に

共通なタワッジ＝フについて述べ，「11の言葉」⑨⑩⑪の解説だけを補足している。このこ

とは，師の「8の言葉」による修業法マニュアルの存在を前提として，その欠陥を補い，具

体的な修業がよくわかるマニュアルをつくろうとしていたことを示しているように思われる。

もちろん，詩人，文人としてのジャーミーは，この修業マニュアルに，始まりの部分と終わ

りの部分とを飾る2編を含めて6編の詩を散りばめ，完結した文学的小品に仕上げているの

ではあるが。ジャーミーの格調高い文章と美しい詩は，シンボリックな「11の言葉」と相

まって，ナクシュバンディー教鰯の修業法の普及を大いに助けたものであろう。
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IV　ズィクル，タワッジュフとムラーカバ，ラービタ

　1　ズィクル

　現在のナクシュバンディー教団のズィクルは心のズィクル　（dhikr－i　qalbi）と呼ばれる

声を出さずに行うズィクルである。しかし，ズィクルを声を出して行うか声を出さずに行う

かについてはホージャガーン教団初期の段階から対立があったらしい。ホージャガーン教団

7代目ナクシュバンディー教囲の名山バハー・アッディーン。ナクシュバンドが，ホージャ

ガーン初代のアブド・アルハーリクの霊的な教えにより，3代目マフムード・アンジール・

ファグナヴィーMahmad　Anjir－Faghnawl（d．1286／870r　i310／110r　1315／16）の時代

以降行われてきた声を出して行う　「公のズィクル」（dhikr－i　Calaniyya）を廃して，アブ

ド・アルハーリクが定めたとされる声を出さない「秘密のズィクル」（dhikr－i　khufya）を

復活したとされ，復活された声を出さないズィクルを，「心のズィクル」（dhikr－i　qalbi）

と呼んだというのである［川本1983：io7］。

　しかし，バハー・アッディーン・ナクシュバンド密身も，「舌のズィクル（dhikr－i

lisani）と心のズィクル（dhikr－i　qalbl）および想念の監視（muraqaba－yi　khawaζir）

を指すnigah　dasht（「注意」）の目的はyad　dasht（「追憶」）であり，それは，観照体験

（mushahada）であり自己消滅（fana　shodan）である。舌のズィクルと心のズィクルはこ

の学習のABCの段階である〔Q．：36］。」と述べており，声を出すズィクルを否定してはい

ない。

　ファフル・アッディーンが，⑤yad　kard（「回想」）について，「それは，舌のズィクルま

たは心のズィクル（dhikr－i　lisani　ya　qalbi）を行うことである〔R．：1，43］。」と述べてい

るのも，「王1の書葉」の説明にバハー・アッディーンの語録（Q）を使っていることによる。

　上述2っの修業マニュアルで，ズィクルの方法は十分に明らかにし得たと思うが，ズィク

ルの唱える言葉に従って体内における発音点〔無声のズィクルの場合は意識の集中点〕を移

動させる「心のズィクル」の修業法に関して，サアド・アッディーン・カーシュガリーの教

説との比較のために，ホージャ・アフラールの教説を挙げておこう。基本的には変わらない

が，サァド・アッディーン・カーシュガリーのズィクルでは，1a　ilaha　illa　Allahだけでな

く，Mubammad　rasOl　Allahまで唱えることとしている（本稿pp．30－31）。

　　へその下に息を比めて，謄を唇に，舌を上あごに付け，既に述べた心（del）53）を，もみの木の毬果

　　の形（§arat－i§anaubarl）をした肉塊の一片に向け（mutawajjih　gardanide），　Laという言葉を〔へ

　　その下から〕上へあげ，ilahaという雷葉を右手の方向に動かせてから，その熱が肢体全体に達する

53）認識する力としての心。それを全てのものから盧由にすることがまず必要であることが上段で

　述べられている〔F．：102a］。
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　　程強くilla　Allahという言葉を〔左の胸にある｝もみの木の毬果の形をした心（del－i§anaubari）

　　に打ちつけるという方法で，それ（「既に述べた心」）を，ズdクルを唱えることに従事させるのだ

　　［F．：102a］．

　筆者は，かって⑤yad　kardの説明の中で，ホージャガーン教団の，声を出して行うズィ

クルと声を出さずに行うズィクルの関係，それぞれの社会的意味について考察した［川本

1983：106－109，117，118］。ユルゲン・ポールは，ホージャガーン時代ズィクルについてよ

り精緻な議論を展開し，バハー・アッディーン・ナクシュバンドも含めたホージャガーン時

代のシャイフたちは有声か無声かのズィクルの形態にあまり固執している様子はなく，バ

ハー・アッディーンの2世代後すなわち15世紀の後半のシャイフたち（ホージャ・アフ

ラールやサアド。アッディーン。カーシュガリー）の時代にナクシュバンディー教鰯の特徴

となる声を出さないズィクルが定まったとしている［Paul　1998：18　一　30〕　s‘i＞。

　これに対して，現在，筆者は心のズィクル（dhikr－i　qalbl）という場合，単にズィクルを

発声するか発声しないかの問題ではなく，心（qalb）をどのようにとらえ，ズィクルにお

いてどのように心へ働きかけるか，つまりズィクルにおける心理的方法が問題であると思、っ

ている。筆者は，肉体器官の心臓（qalb）を心と認識し，体内の発音点を移動させ，それ

に働きかけ，⑪wuqaf－i　qalbi（「心の知覚」）を得ることこそが，心のズィクル（dhikr－i

qalbi）の内容であり，心のズィクルを教団に持ち込んだのはバハー・アッディーン・ナク

シュバンドであったのではないかと今のところ考えている。また，それ故に，彼にとって

ズィクルを唱える際の有声，無声は二次的な問題であったのだろうと考えている。

　その理由は，彼の言葉の中には，de1と並んで心を表すqalbという書葉が数多く現れ，

何よりも，彼が復活させたとされている声を出さないズィクルがdhikr－i　qalbiとされてい

ることである。del（ペルシア語の「心」）としばしば同義に使われてはいるが，　qalbは漠

然と心を指す言葉ではなく，それは肉体器窟の心臓を意味すると同時に動名詞として「変

態」「変形」「変質」の意味をもつアラビア語である。心臓は心の座であり，それへの働きか

けこそが決定的な心の「変態」「変形」「変質」を生み出すのであるという考え方を，彼が教

団にもちこんだのではあるまいか。

　この「心のズィクル」には，肉体と精神とがほとんど直接的に結びつけられるインドの

ヨーガの影響があるが，これはバハー・アッディーンの出身地はブハラ近郊の「インド人た

ちの村」Kashk－i　Hinduwanという場所（後Qa＄r－i　CArifanと改名）であり，おそらくイ

ンドから来た人びとの多く住む村であったと想定されていることと無関係ではあるまい

［R・：　i，　74］　55）o

54）　有声，無声のズィクルに関しては，Alger　l976bがあるが，筆者未見である。

55）　こういつた体内の発音点の移動および心臓の認識は，しかし，比較的畢くから中央アジアおよ

　びイスラム文化圏に入っていたようでクブラヴィー教団のアラー・アッダウラ・シムナー＝一

　（1261　一　1336）のズィクルの修業で同様なことがなされていた［Elias　1995：124－136］。
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　また，ジャーミーが，ズィクルのテクニックとしてあげる「息の閉じこめ」（habs－i

nafas）について，ホージャ・アフラールはヘラートでの修業時代にスフバトをしばしば

持ったシャイフ。バハー・アッディーン。ウマル56＞の言葉を語っている。

　　ある日，シャイフ・バハー・アッディーン・ウマルー至高なる神よ，彼の秘密を浄めたまえ

　　一の集会において，いくつかのスーフィー教団の長たち一至高なる神よ，彼らの秘密を浄め

　　たまえ一一が，ズィクルの時において，「患の閉じこめ」を行っており，彼らはそれをズィクルの

　　規定と見なしているということが語られていた◎シャイフ（バハー・アッディーン・ウマル）殿は，

　　「「愚閉じこめ」（babs－i　nafas）は，インド人のヨーガ行者の修業法（㌻ariq－i　Hunad－i　JUgiya）

　　である。この修業法（ズィクル）の規定は，「慰の制限」頓asr－i　nafas）であり，ヂ閉じこめ」

　　（babs）ではない。」とおっしゃった。［R．：1，164］

　ズィクルにおけるインドの影響を，この時代のシャイフたちは認識していており，シャイ

フ・バハー・アッディーン・ウマルはナクシュバンディー教団のそれを批判しているのかも

知れない。

　2　タワッジュフとムラーカバ

　この二つの語は，単独でそれぞれ一一つの修業法を指す言葉であるが，ジャーミーの論説に

あるように二つの語で一つの修業法をあらわす場合がある。次のような用例がある。

　　　イーシャーーン様（ホージャ・アフラール）は，「ホージャ・ムハンマド・パールサーKhwaja

　　M晦ammad　Parsa（d．1420）一至高なる神よ，彼らの秘密を浄めたまえ一は，対薗（tawajjuh）

　　と瞑想（muraqaba）において，陶酔状態（ghaibat）になることがしばしばあった。」とおっ

　　しゃつた。［R．：1，144］

　　　次のようにおっしゃった。「翼在，瞑想（muraqaba）と対面（tawajjuh）の修業よりも優先し

　　て行うべきことがある。それは，もし機会があるならば，王にお仕えし（mulazimat－i　padshahi），

　　法に適わぬことや圧政を阻止し，困窮している者や虐げられた者の悲しい心の希望となることであ

　　る。」と。£MK：h；128，　MK：h　tr．：124］

　1863年に，ナクシュバンディー教団員に変装してブハラに潜入したヴァンペリーは，次

のように報告している。

　　まことにしばしば，私は，信者たちが，互いにくっつき合って輪になって座ったハルカKhalka

　　①alqa）すなわち車座（circle）になって，彼らはテヴェジュフTevedjUh（tawajjuh）と膵乎び，

　　西方のイスラム教徒はムラーケベMurakebe（muraqaba）と呼んでいる神の偉大さや預言者の栄

　　光や我々の死ぬべき運命の無意味さについての瞑想（contemplation）に耽けるのを見せられるこ

　　ととなったのだった［VAmbery　1864：185］。

　ヴァンペリーは，車座になって集団で行われる修業であるかのように，また，二つの言葉

56）　前回50参照。
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が岡じ内容を指しているかのように述べている。しかし，外見では，無言のズィクルにして

も，後述するラービタにしても岡じように見えるはずであるからヴァンペリーが見たハルカ

をなして行われている修業が「タワッジ＝フとムラーカバ」と呼ばれている修業であるかど

うかはにわかには断定できない。また，二つの言葉の表す意味内容はおそらく微妙に異なっ

ており，西と東の用語法の違いではないであろう。

　単独で瞑想と訳したmuraqabaは，「監視することj　f注意すること」の意で57），様々な

想念を払いきった末に現れてくる真実在への注視注意である。

　バハー・アッディーン・ナクシュバンドはつぎのように語っている。

　　ムラーカバの持続は，大いなる至福である。ムラーカバの健全さ（＄i恥at）の証は禅の命令（イス

　　ラム法）との一致である58＞。覇分自身の心を一つの属盤や状態に保つことは大変難しい。ムラー

　　カバを持続することは莫理（haqaniq）へ到達する道である。［Q．：41　一　42］

　しかし，アラー・アッディーン・アッタールが，「ムラーカバの修業法（‡arlq）は，否定

と轡定の修業法（ズィクル）59）よりもより高く，神からの吸引（jadhba）により近い［R：

151］。」と言っているのは，「タワッジュフとムラーカバ」とジャーミーが書いている修業法

を指していると思われる。

　これに対して，対面と訳したtawajjuhという言葉は，「向き合うこと」であり，修業の

形態として単独に使われることが多い。

　ジャーミーは，3っ全ての修業法に共通である左の胸にあるもみの木の毬果の形をした心

（qalb－i§anaubarDに「向き合うこと（tawajjuh）」を，教団では，　wuqOf－i　qalbi（「心

の知覚」）と呼ぶと述べている。この書葉の「知覚」の内容がタワッジュフである。⑪

wuqUf－i　qalbi（「心の知覚」）の意味については旧稿1川本：114－115］で述べたが，観照

（shuhad），合一（wu＄al），発見（wujed）とか呼ばれる境地である。

　サアド・アッディーン・カーシュガリーは，「タワッジュフの修業法」を説明して次のよ

うに述べる。これもジャーミーが「タワッジュフとムラーカバ」と表した修業法のように思

われる。

　　彼ら（ホージャガーン）のタワッジュフの修業法（tariqa－yi　tawajjuh）とは，自らの心（del）

　　を，文字や音声，アラビア語やペルシア語の養物を脱がされ，全ての作因（jihat）から引き離さ

　　れた至高にして神聖なるかの郷方（神）と共におらしめること，自らの心をその御方の場（mah1）

　　である〔左の胸にある｝もみの木の毬果の形をした心（qa｝b－i§anaubarl）から遠ざけないことで

　　ある。〔：本稿P．31］

57）　ジャーミーが，これを⑦nigah　dasht（「注意」）のさす内容と解釈していることは，ムラーカ

　バの説明に，nigah　dashtan「注意する」という動詞を2度使っていることから明らかである。

　注18，19も参照。

58）声を出すズィクル（dhikr－i　jahr）やサマー　samaCと比較してのことである。

59）　この書葉については，注13参照。
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　また，バハー・アッディーン・ナクシ＝バンドは次のように言っている。

　　番のズィクルの目的は，全ての霊的力と肉体的力によって成し遂げられる完全な対諭（tawajjuh－

　　ikulll）である。そして，この完全な対面とともに全ての想念は消滅する。［Q．：39］

　「タワッジュフとムラーカバ」という修業法は，真実在を注視し，それへ意識を継続させ

っっ，霊的存在かっ肉体的存在としての心（qalb－i　sanaubari）に「向き合う」ならば，真

実在の本当の意味でのwuj6d（知覚）が生起するという修業法である。集団でハルカをな

して行われていたというヴァンペリーの証言は貴重であるが，それが事実であったかどうか

の判断は保留しておこう。

　3　ラービタ

　ラービタは，ジャーミー一が「今の時代は，ラービタ可能なすぐれたシャイフを探すことは

大変困難なことである」と述べているにもかかわらず，現在のナクシュバンディー系諸教団

において広く用いられている修業法である。それは，導師としてのピールが，上述ムラ一戸

バの対象の真実在の代わりとなって行われる修業法であるが，その場がスフバトといわれて

いることが極めて重要である60）。旧稿において，当教鰯のスフバトの重要性については言及

したが［川本1983：104－106］，ラービタには言及しなかった。

　ユルゲン・ポールは，「ラーービタとは，その熟達者に，（一者としての神からの〕faiqとよ

ばれる溢出または神的発出エネルギーを取り込むことを可能にする，または少なくともより

容易にするためにつくられた修業である。ある意味では，それは，シャイフがこのエネル

ギーをその熟達者に送り込むた：めに使うtawajjuhまたはta6arrufの姿勢に対する必然的

結巣としての〔弟子の側の〕対応である。ラービタとは，つまり，このエネルギーをできる

だけ多く受け入れるために人格を開く方法である。その方法は，熟達者は，師が少なくとも

予言者ムハンマドの真の後継者のみがなり得る溢出（faid）の伝達者であることを固く信じ

て，その師がその場に居ようとも居まいとも，生きていようとも死んでいようとも，師の外

的・内的なイメージに精神を集中して，そのイメージを心の中に取り入れるのである。

中略　　　ラービタは，スフバトとスフバトに関わる修業方法と密接に関係している。な

ぜならそれは，スフバトにおいて問題となる師と弟子の関係そのものだからである。［Paul

1998：36コ」と述べている。

　これに付け加えることはほとんどないので，ラービタと呼ばれる修業の実態を冤よう。

　上述のマウラーナー。アラー・アッディーン。アービーズィーは，師のサアド。アッ

ディーン・カーシュガリーとのラービタについてつぎのように語っている。

60）　スフバトについては，　注26およびPaul　1998：

　＄u草bat）という表現もある［R，：L144，　IL　499］。

34　一　35参照。「スフバFの集会」（majalis－i
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　　ある日，高い木に登って葉を切っていた。その仕事の間，私は〔師との〕ラービタの関係（nisbat－

　　irabita）を心に抱いていた。突然，足を置いていた枝が折れ，私は木の上の方から宙に舞った。

　　その時，我がマウラーナーが現れ，私を空中でかっさらって，安金に地上に置いた。私の肢体には

　　何の擬傷もなかった。〔R．：1．221］

　にわかには信じられぬ話であるが，ラービタ関係の双方性を示している。すなわち，弟子

から師に対する一方的な関係ではないということである。

　ホージャ・アフラールが，ラービタを重視したことはよく知られていた。彼は，この修業

法を師のヤークーブ・チャールヒーから学んだと語っている。

　　イーシャーン様は，次のようにおっしゃった。私が，マウラーナー・ヤークービec　一彼に神の

　　慈悲があらんことを一に暇乞いをした時，彼は，ホージャガーンー至高なる神よ，彼らの霊

　　に慈悲賜らんことを一の修業法（tarlqa－ha－yi　Khwalagan）全てを教えてくださった。ラー

　　ビタの修業（iariq－i　rabi㌻a）にまで教えがおよんだ時，彼は，「この修業法を使うことを恐れては

　　ならぬ，その準備ができている者たちに施せ。」とおっしゃった。［R．：Q，431－432〕

　ホージャ・アフラールの第一の弟子マウラーナー・ヌール。アッディーン・カーシム

Mawlana　Ner　al－Din　Qasim　（d．1486）61）が，『ラシャハート』の著者ファフル・アッ

ディーンに，アドヴァイスとして次のように語っている。

　　常に，都合の良い時間には，イーシャーン様（ホージャ・アフラール）のもとに伺候し，また，

　　〔イーシャーンが，自分たちから〕お隠れになっている状態の時は，心によってイーシャーン様を見

　　ていなければなりません。なぜならば，イーシャーン様はスルタンたちや支配者たち（bukkam）

　　と交わっておられ，外面的（世俗的・政治的）な仕事が多くなっているので，イーシャーン様には

　　学ぶ者たち（卿iban）に，　f否定と肯定（ズィクル）」や「タワッジュフ（tawajjuhat）とムラー

　　カバ（muraqabat）」を命ずる時間は残されていないのです。そして，現在は，人びとは，イー

　　シャーン様との関係（nisbat）により，かの御方とラービタの修業法を持つという恩恵を得ており

　　ます。そして世界の果てからも多くの学ぶ者たちや才能ある人びとがやってきております。［R．：

　　II，　600　一　601］

　また，ホージャ・アフラールのラービタの修業法は在家の信徒にまでおよんでいた。

　　次のようにおっしゃった。ラービタの修業法（tariqa－yi　rabita）を完遂することができる者は少

　　ない。私がタシュケンドにいた時，高利貸し（sUd－khOr）のシャイフ・アフマドと呼ばれていた

　　者がいたが，彼はこの修業において，〔師である〕私に必要な物があれば，霊わなくても彼の知る

　　ところになっていたほどの段階に達していた。彼は，バーザールに行くたびに，必要なあらゆる物

　　をもたらした。他に，サイラムのトルコ人で，ヌール・アッディーンという名の者がいた。彼もま

　　た，この修業法において大変進歩していた。　　申略一　この修業の規則と作法を守ることは，

61）彼については，R．：H，597　一　603；MKh：97　一　98；MK：h　tr．；95　一　98参照。
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　　大変難しく圏難なことである。言うところの「債務者とは，借金を返さない者のことだ。」とは，

　　この修業について滴ったものだ。この方法の完遂を求める優れた者たちにより，小生が知り得たの

　　は，彼らは，ほんの少しの不作法さによっても，〔それまでに｝得た物を失うということだ。

　　［MKh　：　117一　118　；　MKh　tr．　：　114］

　後半のラービタ修業の困難さの意味はよく分からないが，互いに人格的交流のみならず感

情的葛藤もあるかのようである。

　さて，ラービタ修業の当面の目標は，ピールとの一体化である。前述のホージャ・アフ

ラールの教友マウラーナー・ヌール・アッディーン・カーシムは，当然ラービタの修業を

行っていたと思われるが，その結果，

　　マウラーナー・カーシムのイーシャーン様との一体化と融合は，「二であること（ithniniyat）」は

　　全く残っていない段階にあり，ハラムにおいても親密な仲である程であった。彼は，イーシャーン

　　の財産や諸事去てにおける金般的絶対代理人（wakil－i　mutlaq－i　CamM）であった。また，結婚

　　や離婚のことにおいてさえも，イーシャーン様に時に失礼があったイーシャーン様の妻の一人との

　　関係において，マウラーナー・カーシムは彼女を離婚させてしまった程であった。そして，彼の

　　イーシャーン様との一体化により，彼はイーシャ・一ン様の身代わりの犠牲（fida）となられたので

　　ある。〔MKh：98；MKh　tr．：95」

　次の例は，幻視とよばれる現象であるが，これもうービタの結果として現れるのではなか

ろうか。

　　　〔マウラーナー・ル5フ・アッラー殿はまた〕次のようにおっしゃった。別の蒔，〔ホージャ・ア

　　フラール様が〕お弟子たち（mawali）と共に座っておられた。小生も隅に座っていた。その時か

　　の御方の完全なる美しさを見た。一時，大変美しく光明を発する老人の姿で顕れた。祝福されたる

　　顎髭の毛～本～本から光が発していた。一時は，究極の美しさを持つ美の王族の姿，すなわち王族

　　にふさわしい端のないターバンと優美な服を付けた姿で顕れた。また，一時の間にいくつかの姿で

　　顕れることもあった。

　　　〔マウラーナー・ルトフ・アッラー殿はまた〕次のようにおっしゃった。別の時，私は部屋

　　（khana）に座っていた。私は，頭を膝の上に置いていた。一時，頭を膝から上げると，部屋の壁

　　や天井が，イーシャーン（ホージャ・アフラール）の祝福されたるお姿で満たされるのを見た。そ

　　れは順番に顕れた。祝福されたる爾より上の部分は，長い間その状態で顕現していた。小生は，か

　　の御方の類い希なる美しさを，それらの様々な姿によって実見したのだった。〔MKh：67；MKh

　　tr．：65］

　また，シャイフが弟子の夢の中に現れる現象の記述は枚挙に暇がないが［MKh：13－16，

37　一　38；MKh　tr．：12－14，39］，これもうービタ修業の過程に現れる現象と考えられる。

　弟子たちの幻視や夢にシャイフが現れるというような現象は，教団の信者たちへの，ラー

ビタ修業の心理的影響力の強さを示すものである。その結果，マウラーナー・ヌール・アッ

ディーン・カーシムが身代わりになって死んだとされるホージャ・アフラールの復活は次の
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ようなイメージを生んだQ

　　モッラー・シャイフ・ムハンマド・ディウリーDlwullと呼ばれ，その地（Dlwu1）の農地の管理

　　は彼に属している献身的な弟子（mukhli＄）の一人が，その購じ二，三日にうちにやって来て，私

　　たちからイーシャーン様が快復した感謝の御徴（祝い金）を求めた。彼は，「それをなぜ知ったの

　　か。」と尋ねられると，f私は夢を見たのだ。太陽が地面にあり，世界の金ての人びとの手に太陽と

　　繋がっている縄があった。何度かこの太陽は，昇天しようとし，少しだけ上がった。しかし，それ

　　が昇天しようとし，上がるたびに，人びとから麟び毒と嘆きが上がり，綱で引っ張って降ろしてし

　　まっていた。ついに，地面の上に落ち蒼いた。」と言った。彼が見たのとまさに岡じことが起こつ

　　たのである［MKh：99；MKh　tr．：96］。

　かって筆者は，「〔当教団の人びとに開かれた〕スフバ5あってこそ，シャリーア主義，在

家主義は大衆の修業参加に意味をもちえたのであり，このスフバトが教國に大衆をとり込ん

でいく最も重要な要因であったと思われる。」と述べた〔川本1983：1玉8］。また，同じく旧

稿［川本1989：197ヨ983に置いて，スーフィー教団一般の二二としての特徴として，シャ

イフと弟子（在家の弟子も盆む）の関係の特別な「強さ」を指摘した。先の引用に関しては，

スフバトとは，師がどこにいようとも，または亡：くなっていようとも，師と弟子との強い絆

として働くラービタの修業法を前提としていたことを付け加えなければならない。また，

1989年旧稿に関しては，少なくともナクシュバンディー教団においては，シャイフと弟子

の一体化を当面の目標とするラービタ修業がまさにその関係のヂ強さ」を擢っていたであろ

うことを付け加えたいQ

お　わ　り　に

　ジャーミーのナクシュバンディー教団修業マニュアルとしての論考と彼の師サアド・アッ

ディーン・カーシュガリーの論考の内容を詳しく検討した。その過程で，15世紀後半には

最終的な形態をとったナクシュバンディー教団の修業の全体像，個々の修業法の連関性をあ

きらかにしえたと思う。

　また，その内容から二つの論考は，互いに関連があることを推定した。

　サアド・アッディーン・カーシ“ガリーは，R1の言葉」の中から，①から⑧まで取り上

げ，ジャーミーは残りの⑨から⑪までだけ内容を説明している。おそらく，ジャーミーは，

師のマニュアルの不十分な点を補う修業マニュアルを作成したのである。ジャーミーの論考

は，ジャーミーの奮名さ，適当な分量，修業マニュアルとしての内容の有益さなどが相まっ

て大変よく読まれたものであると考えられる。サアド・アッディーン・カーシュガリーの論

考はジャーミーのそれと一緒に伝搬していったものかも知れない。

　これらのマ＝ユアルにより，修業内容を指すklの言葉」とド三修業法」は，16世紀以

降，教団のシャイフらによって各地に正確に伝えられていったであろう。修業法としての夕
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り一力の広汎な伝搬におけるこういつた修業マニュアルの重要性を確認しえたものと考える。

　また，「三修業法」とはズィクル，タワッジュフとムラーカバ，ラービタと呼ばれる3っ

の非日常的修業法であり，これらすべてを貫いて行われる修業はタワッジュフである。

　3っの修業法の中，ラービタはスフバ5と深く関係し，これがナクシュバンディー教団の

指標というべき最も特徴的な修業法である。修業としてのうービタの影響は，前近代の中央

アジアの人びとの深層心理的側面にまでおよび，シャイフの幻視や夢などの現象を引き起こ

していた。

　このように，スーフィズムは，スーフィー教団の修業とその導師としてのシャイフの強力

な影響を通して各地のイスラム教徒の心の中に深く浸透していったのである。
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